
 

「平成２６年８月豪雨」による災害対策に関する意見書 

 

平成２６年８月１６日から１７日にかけて本市を襲った「平成２６年８月豪雨」は、

２４時間雨量が３００ミリを超える観測史上最大の雨量となり、市内の由良川の支流河

川流域において内水被害やがけ崩れが発生し、とりわけ人口・商工業施設が密集する中

心部において過去例のない壊滅的な浸水被害をもたらした。 

昨年９月の台風１８号災害の爪跡も残るなか、今回の内水の溢水・はん濫により、住

宅の床上浸水１，１８３棟、床下浸水１，３２４棟（平成２６年９月２日現在）をはじ

め、民家の裏山などの土砂崩れ、河川、道路、農作物や農業用施設、林地、事業所、福

祉施設、上下水道施設なども多大な被害を受け、住民生活はもとより、農林業や商工業

など地域経済への打撃は極めて深刻な状況にある。  

昨年、国において多額の災害対策等緊急事業推進費を確保いただき、緊急的な治水対

策が実施されている矢先に、今回は市街地の広範囲に甚大な被害が広がり、市内全域の

住民から、今後の生活に対する不安の声や、将来にわたる安心・安全な暮らしの実現を

切望する声が多く寄せられている。 

ついては、国におかれては、被災者に対する強力な支援、災害箇所や被災施設の早期

復旧等、住民が安心して暮らせる災害に強いまちづくりの実現に向け、下記の事項につ

いて、必要な措置が講じられるよう強く要望する。 

 

記 

 

１ 道路・河川、農地・農業用施設、林地・林道、社会福祉・上下水道・文教などの公

共施設の災害復旧の支援 

 

２ 抜本的な内水排除対策の実施 

・由良川支流河川である弘法川及び法川の排水ポンプの能力増強 

・排水ポンプ車の増設及び由良川の河道掘削 

・局地的な雨水対策として河川の滞留施設の設置 

・三度、浸水被害を受けた大江地域の由良川左岸、右岸の整備 

 

３ 由良川水系河川整備計画に基づく築堤、輪中堤等の一日も早い完成 

 

４ 被災者の生活再建のための強力な支援 

  ・被災者生活再建支援制度、地域再建被災者等住宅支援制度の迅速かつ柔軟な運用 

  ・農業施設、商工業施設の再建や資金繰り等の農林商工事業者への強力な支援 

  ・災害廃棄物処理のための支援 

 

５ 公共土木施設災害復旧事業や中小企業に関する特別の助成なども含めた被災の全

般に亘る早期の激甚災害指定とともに、本市が速やかに災害復旧事業等を実施でき

るよう、特別交付税も含む十全の財政支援 

 

６ 山林及び斜面でのがけ崩れが多発していることから、国と都道府県が一体となった

治山事業、砂防事業など強力な安全対策の推進 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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